
症例１：
左脛骨遠位に発生した骨腫瘍の１例
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症例２:
右母趾末節骨腫瘍の1例
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5) 千葉大学 真菌医学研究センター
6) がん・感染症センター都立駒込病院 病理診断科

【症例】66歳、女性

【主訴】右母趾腫脹・疼痛
【既往歴】特記事項なし

【現病歴】20年前より右母趾の腫脹を自覚。約1
年前から徐々に増大し疼痛も出現。

【経過】生検では確定診断に至らなかったが、悪
性腫瘍を念頭に右母趾切断術が施行された。
術後2か月の時点で、再発・転移は明らかでな
い。
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症例３：

３０代女性の足背に発生した多形性を
示す軟部腫瘍
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症例４：
小腸腫瘍
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症例5:
右大腿軟部腫瘍

山下享子1, 杉浦善弥1, 植野映子2, 船内雄生3, 阿江啓介3, 松本誠一3, 
蛭田啓之1, 町並陸生1, 高澤豊1,

がん研有明病院 1) 病理部, 2) 画像診断部, 3) 整形外科

【症例】 60歳代男性
【現病歴】

約2年前に右大腿後面に腫瘤を自覚し前医受診。MRIでは右坐骨神経
発生の神経鞘腫疑いであり、経過観察されていた。神経症状の悪化、
MRI上腫瘍の増大を認め、当院紹介受診となった。切開生検では
上皮様の形態を示す肉腫であり、広範切除術が施行された。
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症例６: 
後腹膜腫瘍
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症例７：
19歳女性 左手軟部腫瘍

千葉県がんセンター

●年4月頃
●年10月

左手尺側・小指球部の腫瘤に気付いた
徐々に腫大傾向を認めたため近医受診
診断確定得られず当院紹介となる

・約３cmの発赤を伴う
手掌尺側の隆起性病変
・疼痛等の症状は無し
・血液所見異常なし

19歳女性 左手軟部腫瘍

19歳女性 左手軟部腫瘍
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左手手掌尺側
皮下に
長径2cmの
境界明瞭な病
変を認める

19歳女性 左手軟部腫瘍

●年10月 針生検施行

針生検検体の病理組織診断

Cellular fibroma of tendon sheath

19歳女性 左手軟部腫瘍

●年12月 全身麻酔下手術施行

・腫瘍直上に皮切（- - -）
・境界明瞭であり腫瘍周囲を
被膜で剥離した
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切り出し図
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症例８：
上腕粘液状軟部腫瘍の１例
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